
 

 

平成２４年産夏秋野菜の需給・価格の実績 
＜概要＞ 

１．気象 

・６～８月は、北日本から西日本では暑夏となり、猛暑日となった所もあった。また、西日本は多雨となり、たびたび大雨が発生した。 

・９月は、北日本中心に記録的な高温となった。また、台風第１６号と第１７号による大雨・暴風・高波・高潮が発生した。さらに、東日本で日照時間が

かなり多く、北・東日本の一部で中旬にかけて少雨となった。 

・１０月は、北日本で高温となった。また、東・西日本で日照時間が多かった。 

   

２．生産・供給 

 ・梅雨明け以降の好天により、全般的に順調な生産となった。 

・夏秋キャベツは群馬産を中心として、夏だいこんは青森産及び北海道産を中心として、秋にんじんは北海道産を中心として、概ね順調に出荷された。 

・たまねぎは、府県産の貯蔵ものの出荷が不作により少なかったが、後続の北海道産の出荷が順調であった。 

 ・夏はくさいは、７月出荷分を１０月以降の作型に変更した長野産を中心に出荷が減少した。 

・夏秋レタスは、長野産及び茨城産を中心に潤沢な出荷がされた。 

 

３．需要・価格 

 ・８月は１年の中で家計での購入が 1番少ないことに加え、本年は猛暑により消費が伸びず、夏場に需要の少ないだいこんやはくさいだけでなく、キャベ

ツ、にんじん、レタスについても安値で推移した。 

 ・たまねぎは、供給量が少なかった府県産の出回り時期は高値であったが、後続の北海道産の出荷とともに価格は下がり、９月下旬以降平年を下回った。 

 ・はくさいは、８月に北海道で発生したＯ１５７による食中毒の影響により、加工業者等が原料のはくさい購入を控える動きもおきた。 

資料 ２ 



 

１．平成２４年産夏秋キャベツの需給・価格の実績 

注）「実績」については、「東京都および大阪市中央卸売市場における入荷量・価格の動向」等をもとに作成。 

 実績（１０月下旬時点） 備 考 

夏秋キャベツ 

(７～１０月) 

（入荷量） 

 主産地の群馬産、岩手産とも全出荷期にわたって生育が順調に推移したことから、７月は、順調

な出荷に加え、群馬産が７月に出荷を増やす作型に変更したことから、前年よりかなり増加した。

８月は、岩手産が出荷増となったものの、群馬産が出荷を７月に前倒ししたことから、前年より

かなり減少した。９月は、生育が順調であったものの、緊急需給調整が実施されたこともあり、

前年よりやや少なくなった。１０月は、主産地からの出荷が増え、前年よりやや増加した。 

期間全体としては、前年並みで、平年並みであった。 

 (７～１０月の東京都中央卸売市場入荷量の対前年比:１００) 

 

（価格） 

７月は、前年よりかなり入荷増となったことから、前年を大幅に下回った。８月は、中旬に前

年より高値となったものの、前月の入荷増により流通在庫を抱えてしまった量販店等もあり、前

年をかなり下回った。その後、９月には緊急需給調整が実施されたが、主産地の生育が順調であ

ったため、安値傾向で推移し、９～１０月は、不作で高値であった前年及び平年を大幅に下回っ

た。 

期間全体としては、前年及び平年を大幅に下回った。 

(７～１０月の東京都中央卸売市場卸売価格の対前年比:６２)  

※ 北海道、岩手県、群馬

県及び長野県において、

緊急需給調整を９月７～

２０日に実施 
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（参考１）平成 24 年産夏秋キャベツの入荷量と卸売価格の前年・過去 5年平均比（前年・過去 5年平均をそれぞれ 100 とした場合の指数、東京都中央卸売市場） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（参考２）平成 24 年産夏秋キャベツの入荷量・産地別入荷比率と卸売価格の推移（東京都中央卸売市場） 
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上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

54 49 64 86 134 69 69 65 50 41 43 63

76 59 64 63 84 59 61 64 61 51 49 63

54

過去5年
平均比 63

66 67 62

7月 8月 9月 10月

前年比 62
55 90 61

期間計
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上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

125 102 98 82 89 109 91 113 86 126 99 93

104 102 93 97 93 109 98 101 86 115 110 92

7月 8月 9月
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前年比

期間計
10月
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過去5年
平均比 100

99 100 95

100

106



 

２．平成２４年産夏だいこんの需給・価格の実績 

注）「実績」については、「東京都および大阪市中央卸売市場における入荷量・価格の動向」等をもとに作成。 

 実績（９月下旬時点） 備 考 

夏だいこん 

（７～９月） 

（入荷量） 

  ７月は、青森産が残雪による播種作業の遅れから生育が後れ出荷減となったが、低温による生

育後れが回復した北海道産が順調な出荷となったことから、前年よりかなり増加した。８月は、

生育後れが回復した青森産が順調な出荷となったが、北海道産が高温の影響等で後半少なくなっ

たことから、前年よりやや減少した。９月は、北海道産が上旬まで高温の影響による出荷減が続

き、青森産が７月中旬の降雨による播種作業の遅れから出荷減となったことから、前年よりわず

かに減少した。 

期間全体としては、前年並みで、平年をやや下回った。 

 (７～９月の東京都中央卸売市場入荷量の対前年比:１００) 

 

（価格） 

季節的に家計での消費が少ない上に、高温の影響からさらに消費が減退したと見られ、前年が

安値であった８月中下旬以外は、前年を大幅に下回って推移した。 

期間全体としては、前年及び平年を大幅に下回った。 

(７～９月の東京都中央卸売市場卸売価格の対前年比:８１) 
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（参考１）平成 24 年産夏だいこんの入荷量と卸売価格の前年・過去 5年平均比（前年・過去 5年平均をそれぞれ 100 とした場合の指数、東京都中央卸売市場） 
                                                                  

                                                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（参考２）平成 24 年産夏だいこんの入荷量・産地別入荷比率と卸売価格の推移（東京都中央卸売市場） 
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３．平成２４年産たまねぎの需給・価格の実績 

注）「実績」については、「東京都および大阪市中央卸売市場における入荷量・価格の動向」等をもとに作成。 

 実績（１０月下旬時点） 備 考 

たまねぎ 

(７～１０月) 

（入荷量） 

７月は、兵庫産（貯蔵もの）が小玉傾向ながら前倒し出荷されたが、佐賀産（貯蔵もの）が不

作の影響で出荷減となり、前年をやや下回った。８月は、後続産地の北海道産が順調な出荷であ

ったものの、兵庫産が上旬までの前倒し出荷の反動で中旬以降出荷減となり、前年よりかなり減

少した。９月は、引き続き北海道産の出荷が順調であったものの、兵庫産の出荷が例年より早め

に終盤を迎えたことから減少し、前年よりわずかに入荷減となった。１０月は、北海道産が台風

１７号の影響で一時出荷がストップしたものの、前年をやや上回った。 

期間全体としては、前年をやや下回り、平年をかなり下回った。 

(７～１０月の東京都中央卸売市場入荷量の対前年比: ９６) 

  

（価格） 

７～９月上旬は、佐賀産、兵庫産の不作による入荷減から前年を大幅に上回って推移したが、

北海道産の出荷が本格化した９月中旬以降は前年を下回り、１０月は、前年を大幅に下回って推

移した。 

期間全体としては、前年及び平年を大幅に上回った。 

(７～１０月の東京都中央卸売市場卸売価格の対前年比:１２５) 
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（参考１）平成 24 年産たまねぎの入荷量と卸売価格の前年・過去 5年平均比（前年・過去 5年平均をそれぞれ 100 とした場合の指数、東京都中央卸売市場） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

（参考２）平成 24 年産たまねぎの入荷量・産地別入荷比率と卸売価格の推移（東京都中央卸売市場） 
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４．平成２４年産秋にんじんの需給・価格の実績 

注）「実績」については、「東京都および大阪市中央卸売市場における入荷量・価格の動向」等をもとに作成。 

 実績（１０月下旬時点） 備 考 

秋にんじん 

（８～１０月） 

（入荷量） 

８月は、出荷終盤の青森産が減少したものの、北海道産が順調な出荷であったことから、前年

よりかなり増加した。９月は、北海道産が高温・干ばつの影響のため小振りの出荷となり、前年

よりかなり減少した。 

１０月は、北海道産の生育回復により順調な出荷となったことから、前年よりかなり増加した。 

期間全体としては、前年及び平年をやや上回った。 

 (８～１０月の東京都中央卸売市場入荷量の対前年比:１０３) 

 

（価格） 

８月は、潤沢な入荷量となった前年を大幅に下回り、９月は、入荷量が前年を下回るものの小

振りのため安く取引きされるなどにより前年をかなり下回り、１０月は、再び潤沢な入荷量とな

ったことから、前年を大幅に下回った。 

期間全体としては、前年及び平年を大幅に下回った。 

(８～１０月の東京都中央卸売市場卸売価格の対前年比:７９)  
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（参考１）平成 24 年産秋にんじんの入荷量と卸売価格の前年・過去 5年平均比（前年・過去 5年平均をそれぞれ 100 とした場合の指数、東京都中央卸売市場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考２）平成 24 年産秋にんじんの入荷量・産地別入荷比率と卸売価格の推移（東京都中央卸売市場） 
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５．平成２４年産夏はくさいの需給・価格の実績 

注）「実績」については、「東京都および大阪市中央卸売市場における入荷量・価格の動向」等をもとに作成。 

 実績（９月下旬時点） 備 考 

夏はくさい 

（７～９月） 

（入荷量） 

 ７月は、長野産が好天により生育が順調で、上旬は潤沢な出荷となったが、７月出荷分の作付面

積を減らしたこともあり、中旬以降入荷減となり、前年よりかなり減少した。８月は、長野産が

少雨の影響等により前年をかなり下回り、平年をやや下回った。９月は、長野産が順調な生育で

あったが、緊急需給調整が実施されたこともあり、前年をやや下回り、平年をかなり下回った。 

期間全体としてはほぼ前年及び平年をかなり下回った。 

（７～９月の東京都中央卸売市場入荷量の対前年比:９３) 

 

（価格） 

季節的に需要が少ない時期であることから、７月は、前年をかなり下回ったが、８月は、上中

旬の入荷減を背景に前年を上回って推移したものの、下旬以降は、北海道で発生したＯ１５７に

よる食中毒の影響により、加工業者等が原料のはくさい購入を控えたこともあり、 再び安値とな

り、９月は、緊急需給調整が実施されたものの、前年及び平年を大幅に下回った。 

期間全体としては、前年及び平年を大幅に下回った。 

（７～９月の東京都中央卸売市場卸売価格の対前年比:７０)  

※ 北海道及び長野県にお

いて、緊急需給調整を９

月７～２０日に実施 
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（参考１）平成 24 年産夏はくさいの入荷量と卸売価格の前年・過去 5年平均比（前年・過去 5年平均をそれぞれ 100 とした場合の指数、東京都中央卸売市場） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（参考２）平成 24 年産夏はくさいの入荷量・産地別入荷比率と卸売価格の推移（東京都中央卸売市場） 
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資料：東京青果物情報センター 



 

６．平成２４年産夏秋レタスの需給・価格見通しと実績の対比 

注）「実績」については、「東京都および大阪市中央卸売市場における入荷量・価格の動向」等をもとに作成。 

 実績（１０月下旬時点） 備 考 

夏秋レタス 

（６～１０月） 

（入荷量） 

  ６月は、群馬産が台風等の影響で入荷減となったが、長野産が順調な出荷となったことから、前年よりやや増

加した。７月は、長野産が上旬に大玉傾向で潤沢な出荷で、中下旬には大玉傾向が解消して入荷減となったもの

の、前年よりわずかに増加した。８月は、長野産及び群馬産が順調な出荷となったことから、前年よりかなり増

加した。９月は、引き続き長野産、群馬産が順調な出荷となったことから、入荷量は台風で入荷が少なかった前

年を大幅に上回った。１０月は、終盤を迎えた長野産が少なくなったものの、後続産地の茨城産の出荷が順調な

ことから、前年をかなり上回った。 

期間全体としては、前年及び平年をかなり上回った。 

 (６～１０月の東京都中央卸売市場入荷量の対前年比:１１０) 

 

（価格） 

６月と７月は前年を上回ったものの、潤沢な入荷となった８月以降は、不作で高値であった前年及び平年を大

幅に下回った。 

期間全体としては、前年及び平年を大幅に下回った。 

(６～１０月の東京都中央卸売市場卸売価格の対前年比:７４)  
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（参考１）平成 24 年産夏秋レタスの入荷量と卸売価格の前年・過去 5年平均比（前年・過去 5年平均をそれぞれ 100 とした場合の指数、東京都中央卸売市場）  
  
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
（参考２）平成 24 年産夏秋レタスの入荷量・産地別入荷比率と卸売価格の推移（東京都中央卸売市場） 
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資料：東京青果物情報センター 

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

116 88 109 121 87 99 99 104 113 135 139 122 148 93 105

118 87 108 120 105 102 114 114 110 121 122 108 129 104 105過去5年
平均比 111

103 109 119 117 112

期間計

前年比 110
104 101 111 132

10月

112

6月 7月 8月 9月

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

77 98 130 91 102 122 103 65 41 34 36 48 49 79 112

75 97 140 96 89 83 72 59 47 57 57 59 55 89 102過去5年
平均比 74

102 88 61 58 79

期間計

前年比 69
101 104 66 38

10月

75

6月 7月 8月 9月


